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＜病棟連絡事項＞
特記事項なし。

＜東病棟入院・入室状況＞
【部屋移動】
・丹内　栄子様　　　東A16号室　→　東A14号室
・会津　慮子様　　　東A14号室　→　東B1号室
・米田　敬子様　　　東D20号室　→　東A16号室

【入院】
・小林　信英様　　　東A15号室

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～不穏時レボトミン（25）10回分処方。

・丸屋　良子様～下痢続いており、日直医今川Dr.よりミヤBM　3P/7日分が処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。昨日準夜帯、本日朝食後薬時、吐薬することがある。再三の介入にて服用。午前中、開放観察実施するが下着のまま自室から出て来られ、他室やステーション内への侵入頻回。スタッフの介入にも止められず、トラブルに至るリスクが高いため、15分で終了している。自室では臥床して過ごされている。き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。食事・服薬の拒否はないが対面時、下半身露出しており、独語、ニヤツキみられている。スタッフへの攻撃性はないが時折、ドア叩きみられている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。10：00～16：00の開放観察実施。飲水要求はあるが過度となることはない。スタッフの声掛けには小さい声で返答し、呂律不良さあり、聞き取りにくい。開放観察中も自室で過ごしていること多く、放歌聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・髙橋　信一様～身体拘束中。8:00拘束一時解除している。食事・服薬拒否なし。自室にて同室者との交流みられている。スタッフの声掛けには穏やかに返答され、希死的発言や自傷行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・澤口　利香様～自室にて過ごしていること多いが時折、ホールにて他者と交流している。スタッフの声掛けにも穏やかに返答され、自傷行為や自殺を仄めかす行為なく経過している。

・河村　哲久様～ホールにて過ごされていること多い。スタッフ対面時も口調･表情穏やかで確認行為の頻回さはなく経過している。食事･服薬問題なし。

・白井　三男様～ホールにて過ごされていること多く、スタッフの声掛けにも穏やかに返答している。食事･服薬拒否なし。帰宅要求もなく落ち着いて過ごしている。

・小林　司様～自室で過ごす事多いが、時々ホールヘ出てきている。悲観的言動なくスタッフ対応穏やか。

・吉田　良子様～食事は各1/3摂取することできており、服薬の拒否もない。声掛けにも穏やかに返答されており、妄想に左右された発言や独語なく経過。

・DORSEY 美弥様～日課以外は自室にて過ごしているが、離脱症状や身体不調の訴えなし。飲酒に関連した言動無し。

・米田　敬子様～準夜帯にて不穏行動あり、Ａユニットにて経過。終始独語しており、嗽を頻回にする等、妄想･幻聴に左右された行動みられている。食事も
　　　　　　　　摂取できていない状態。他者トラブルはない。

・立花　菊雄様～小銭や入院期間に対しての確認行為はあるが説明にはしつこさなく、了承している。同室者と穏やかに会話しており、スタッフの声掛けにも穏やか。食事は各食1/4。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～特定患者様の行動や他者に付き纏われる等の行為により苛々を訴え、頓服服用することもある。食事や服薬の拒否はなく応じており、スタッフへの不満を話す事もなし。

・中根　富美子様～6/23措置解除し当院退院、家族付き添いにて愛知県へ戻り6/24に矢作川病院へ入院予定。不穏さ無く穏やかに過ごす事出来ている。

＜入院患者様情報＞
日　　時：6月5日　9：57　
　氏　　名：小林　信英（こばやし　のぶひで）様
　生年月日：昭和10年6月23日（85歳）
　病　　名：レビー小体型認知症疑い
　性　　別：男性
　主治医　：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット

　＜経過＞
　当院外来通院中。昨日デイサービスから戻って来た後、「南陽館に話がある」とし出ていき、行方不明となって捜索願が出されていた。一晩中帰らなかったが、今朝6時頃に一人で帰宅。診察には妻様と共に来院。昨日からの出来事を尋ねても要領を得ない返答あり。外傷無し。最近、幻覚言動が増え怒りっぽくなっていた様子。
　今後も徘徊を繰り返す可能性あり、身体の危険も憂慮。薬剤調整・症状の改善目的にて、9：57東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

緊急時：搬送希望
ＣＳセット：Ｂプラン-②
売店：希望時利用可（上限なし）
義歯：部分（下のみ）




